
プログラム
受付 9:45 ～ 10:00
開会式 10:00 ～ 10:05
総合説明 10:05 ～ 10:15
準備 10:15 ～ 10:25

№ タイトル 所属

10:25 ～ 10:50 1 野洲川自然再生の取り組み 琵琶湖河川事務所

10:50 ～ 11:15 2
「地域に根ざした水辺活動の継続発展」を推進する協議
会について

大阪府　河川室

11:15 ～ 11:40 3 副ダム浚渫土砂の利用方法の拡大
独立行政法人水資源機構
木津川ダム総合管理所

11:40 ～ 12:00 4 滋賀県版水辺の楽校について 滋賀県　流域政策局

昼食 12:00 ～ 13:00

13:00 ～ 13:25 5
本川と支川合流部等との連続性の確保への取り組み
～なまず遡上作戦～

木津川上流河川事務所

13:25 ～ 13:50 6
安威川ダムにおけるフラッシュ放流がもたらす効果検証
について

大阪府　茨木土木事務所

13:50 ～ 14:15 7
河川改修の結果を踏まえた今後の河川環境創出目標の設
定について

福知山河川国道事務所

14:15 ～ 14:35 8 円山川における大規模湿地再生の効果把握 豊岡河川国道事務所

基調講演 14:35 ～ 15:05

休憩 15:05 ～ 15:25

全体討議 15:25 ～ 16:40

講評 16:45 ～ 16:55

閉会式 16:55 ～ 17:00

令和８年度 多自然川づくり近畿地方ブロック会議 プログラム
開催日時：令和8年10月26日(月) 10:00～17:00
開催場所：OMM（大阪市中央区大手前1-7-31）　グラン101・102

タイムスケジュール 内　容

開会挨拶

桒原　一峻

増本　幸秀

会議の進め方、事例発表方法、審査方法
発表者準備

事例発表

氏名

日下　慎二

菅　清太朗

事例発表

樋上　舞

佐々木　剛志

池澤　大豆

山中　清隆

多自然川づくりは、川の「よさ」を見つけるところから― その川らしさをかたちにし、まちと未来につなぐ ―
　講師：国立研究開発法人 土木研究所 流域水環境研究グループ 流域生態チーム 上席研究員　鶴田 舞 氏

審査結果
発表

16:40 ～ 16:45

審査員から講評

閉会挨拶

設営転換

　コーディネーター：兵庫県立 人と自然の博物館 主任研究員　三橋 弘宗 氏

「近畿地方ブロック優秀賞」を3題発表
○審査員（順不同、下記自治体・団体等から各1名）
福井県／滋賀県／京都府／大阪府／兵庫県／奈良県／和歌山県／(独)水資源機構 関西・吉野川支社／
　兵庫県立 人と自然の博物館／公益財団法人 河川財団 近畿事務所／国立研究開発法人 土木研究所／
　近畿地方整備局

共催：福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、(独)水資源機構 関西・吉野川支社、近畿地方整備局
後援：(一社)応用生態工学会、(公財)河川財団 近畿事務所
※発表時間：発表15分、質疑応答5分


